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賀 新年
二締△

同里1982

と二年に亘り，当協会の代表的レースに於て，尊い人

命を失うという犠牲を払って参りました。そして，そ

の都度，楽しい海洋スポーツの根本にあるものは安全

の確立への自覚であると互いに胆に銘じてきたことは，

今更申し述べるまでもないところです。

新たな年を迎えるにあたり，今年こそはまず安全を

最大「テーマ」として心得，そのためのあらゆる手段，

方策を実行に移し，一人の事故が外洋ヨット界全体の

詔面を左右することに思いを致し，自らの技量を過信

することなく,NORCの将来の発展の為にも事故を絶

滅し，健全な海洋スポーツを育成していこうではあり

ませんか。

昨年は多くの方々の協力を得て，太平洋横断シング

ルハンドヨットレースというビッグイベントを無事成

功させることができました。国内でも，琵琶湖ヨット

フェスティバル，黒潮カップオープンヨットレースの

開催，下田フリートの誕生等々，年を追って幅広い活

動も盛り上りを見せています。外洋ヨット界の育成は，

我々一人一人の安全に関する小さな心掛けの一つ一つ

しかないことを忘れないようにしようではありません

か。皆様のますますの精進を期待し，今年もレースに

クルージングに大いなる成果をあげられんことをお祈

り致します。

社団法人

日本外洋帆走協会会長 《
一

石原慎太郎

明けましておめでとうございます。会員の皆様にお

かれましては，日頃海で鍛えた強靱，健全な心身で，

清々しい新春をお迎えのことと思います。

新たな年を迎えることは，毎年の繰り返し乍ら，そ

の都度新たな感銘を覚えるものです。元旦にあたり，

今年一年の計を綿密にたてられ，大いなる進歩発展に

繋がられんことを期待しております。顧みますと，一

昨年の大島・初島レース，昨年のビッグボートレース

へ

繰尋驍尋鍵鍛診驍尋驍尋嘩●驍尋雑尋醗尋嘩尽“9蟻尋驍母僻尋嘩母“号嘩尋嘩 一昨年の1980年，モスクワオリンピックまでは，オ

リンピックの種目を追加する事にIOCの強い方針で非

常な抵抗があり，なかなか困難であった。

IOCのトップ。の交替を機会に,正確な意図は伺い知れ

ないが,外部から兄ると，とうとうこの引締の強い手綱

も弛んだかの印象を受ける。ウィンドグライダー（帆

を掛けたサーフボード）なども，ヨットのカテゴリー

か否かの面倒な議論を別にして，あっさりと1984年，

ロスァンゼルス大会の種目としてIOCから認定された。

最近はまた，永い伝統を脱して，婦人種目を別にオリ

ンピックに加えたいという運動も仲に根強く盛り上が

っている。

毎年11月はじめの週に，ロンドンで国際ヨット連盟

の理事会や総会が開催されてきた。その時のロビーの

炉辺会話式の場所では，久しい前からオリンピック種

目を論ずる時，ヨットに長距離レースを入れたいとい

；
;オリンピヅクに 諺
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財団法人

日本ヨット協会副会長鋼
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う意図の会話が一部で熱っぽく語り続けられてきた。

現在オリンピックのヨット種目は，艇種こそ小さなフ

ィンよりソリングまで五種目あるが，いずれも半径一海

里またはそれより少し小さな円周上に設定された三点

を回る三角コースと，風上，風下の二点を往復するコ

ースの併合により構成され，所要時間も通常二ないし

三時間のものである｡陸上競技に例えるなら短距離のト

ラックに過ぎない。海洋競技としてのヨットの本質で

あるべき海象，気象の変化を克服しての豪快なヨット，

それには陸上の花，マラソンの概念を導入したいとい

う議論に反対する者は少なかった。

それなのに今日に至るも，ヨットのマラソンが実現

出来なかった最大の理由は,ORCのレーテイングによ

る艇では，変動要l対が多過ぎる為，造艇競争に金がか

かり過ぎて，オリンピック種目としては適当でないと

いう判断が多かった為であった。IYRU(国際ヨット連

盟）はこの問題点を解決する為,ORCと協同して,Joint

j鐸.僻・韓.僻．4隷諜急

:'82年
鍛母僻尋嘩匂ぷ呼職号嘩尋嬬噂職尋驍報鞠鎧堀卜驍母鎧亀
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年頭に当って；
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社団法人

日本外洋帆走協会副会長

秋田博正

新年おめでとうございます。心より皆様のご健勝と

幸多いセーリングをお慶び申し上げます。

新春も既に初乗りを楽しまれ,あるいはこの一年の多

彩な計画に夢をふくらませておられることでしょう。旧

年は神戸海洋博記念第3回太平洋横I新シングルハンド

ヨットレースも成功裡に実施出来，幾多の今後に貴重

な経験，資料も得られましたことはご同慶に存じます。

この82年に是非重点を置いて実施したいことは色々

とありますが，まず第一に世界的な国際レースには日

本よりも是非参加したいものであります。3年前のア

ドミラルズカップレースには3艇編成の日本チームが

参加し，その他トランパック，シドニー～ホバート等

のレースにも毎回大体参加しております。現在，日本

のヨットマン，艇共に目覚しくその質が向上しつつあ

りますが，これは海外レースへの参加による刺激，啓

発に負うところが大であります。またこれへの参加は

(3）

OffshoreOne-DesignAdvisoryCommitteeを構成し

て，永年にわたって，単一型クルーザーの可能性の探

求と具体化に努力し，毎年その経過を報告してきたが，

まだ所期の目的を達成せずに今日に至り残念であった。

昨年に至り，前記共同作業とは別の方向から，単一

型クルーザーが数種相次いで発表され，その中には，

IYRUの国際規格として認定される艇も現われた事はま

ことに喜こぱしい事である。

新艇橦としての単一型クルーザーの性能が安定した

頃，私達の永年の夢のオリンピックにヨットの長距離

レース，ヨットのマラソンの実現に一歩近づけた事は

限りなく楽しい。

まぼろしに終ったが昭和15年の東京オリンピックに

は太平洋横断ヨットレースを本気で考えた仲間の，伝

統がいまでも生きている気持だ。

日本ヨット界の発展を海外に認識させるチャンスでも

あります。然し乍ら海外レースへの参加は参加者にと

って経済的負担が余りにも大であり，参加を困難にし

ているのが実情であります。日本外洋帆走協会として

この海外レースへ優秀な日本艇が参加出来るよう諸施

策を是非進めたいと思います。

次はこれとは一面対照的でもありますが広い層にわ

たっての日本クルーザー界の底辺の拡大,充実は至上の

命題であります。これには各支部，各フリートのきめ

細かい活動が必要でありますが，殊に各ハーバー，各

クラブ，各フリート等直接ヨットが集まってくる第一

線におけるヨットマン仲間の友情，協力による活発な

活動が基盤であります。先年制定された会友艇も逐次

増加しておりますが，更に多数の入会を得てNORCの

ナンバーをつけた艇の交流を深めたいと思います。こ

のNORCの会員の拡大，また，地についた活動の充実

こそ当協会の使命であると共に，財政基盤の強化にも

つながり最も重要な問題でもあり，本年も是非強力に

推進したいものであります。

更にかねてより懸案の日本ヨット協会と当協会の連

繋の強化も現在友好の輪が拡がっておりますが,J-24

というモノタイプのクルーザーの普及，またモノタイ

プのクルーザーのオリンピック種目へ採用の動き等，

今後一層その連繋を深める必要があり，お互いに海の

仲間であり，共同で解決せねばならぬ諸問題も多く一

段と親密の度が加わることを心より願っております。

海，ヨット，私どもに常に夢とロマンを与えてくれ

る場であります。今年も個々のヨットマンにとっても，

NORCにとっても希望に充ち充実した年でありますよ

うお互いに手をとり合って前進したく存じます。

会員の方々のご健康と多幸なセーリングをお祈りし

て新春のご挨拶といたします。
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社団法人

日本外洋帆走協会副会長

大儀見菫

本年でNORCも満28歳（社団法人としては18年),も

う少しで30になる。CCJの発足から数えれば，既に34

年以上となっているが，この間の戦後の日本の外洋ヨ

ットの発展は目を兇張らせるものがある。NORCも会

友艇の仲間314隻を含めて登録艇886隻，会員数3234名，

北海道から沖繩にまたがる大きな組織になった。10年

前には380隻,1500名,18年前の社団法人結成時には35

隻,200名の数字が発展の軌跡を示している。

昨年11月，所用で久しぶりにシドニーを訪れること

が出来た。武田さんの雌初の<VAGO>でシドニー～

ホバート・レースにチャレンジした1969年以来,12年

ぶりのことで感無量だった。あの時，我々を大歓迎し

てくれたシドニーは,そしてCYCAは少しも変わってい

なかった。今も12年前と同じく，シドニー湾内では，

毎週末，あらゆる種類の大小のヨットが，それぞれの

レースを楽しんで，湾内いつぱいに走り回っているが，

その様子は相変わらず壮観であった。

確かに，当時は見られなかったフラクショナル・リ

グのレース艇が今ではかなり数多く目立つし，か細い

マストを弓なりにひん曲げて走っていたり，目新しい

現象が無いわけではない。しかし1969年当時，我々に

深い感銘をJj-えてくれた，本格的なシーマンシップの

伝統一それは各マリーナの一つ一つのヨットの素晴

らしい仕上がり，手入れ，その完壁なshipshape振り

に，あるいは港を走っている艇のセールトリム，ハン

ドリングのレベルの尚さ等に現われていて，今でも全

く変わっていないcむしろ,一牌充実しているのを見る

ことができた。1969年に我々をその素晴らしい走りと，

海のサラブレッドとして磨き上げられたその整備ぶり

を見せつけられたくメルセデスⅢ〉とかの当時の名艇

が今も完全な状態で頑張っていることに，特に強い感

銘を受けた。

12年前のNORCでは本格的な外洋ヨットは陳さんの

く竜王>(s&sのワントナー）と<VAGO>の2隻し

かなかったことは，今日の盛んな大型艇群によるレー

(4）

シングフリートの活躍振りから兇ると信じ難いことだ。

ほんとうに，わずか10年そこそこの間の日本の外洋ヨ

ットの質量ともの発展は驚異的である。

今年はじめにはJ-24の世界選手権がシドニーで行わ

れ，日本からは4チームが参加している。シドニー～

ホバートにもくサンバード〉が3回目の出場本年の

第6回の記念すべき沖縄レースには，シドニー～ホバ

ートから北上して，3月末の香港～マニラ・レースに

出場したオーストラリアその他の艇が何艇か参加確実

と見られ，8月のハワイのパンナム・クリッパー・シ

リーズには単独参加を含めて，日本からは10隻以上が

名乗り上げている状況である。

一方，世界最長，かつ鑑も厳しいレースとして，第

3回の世界一周レースには，26隻の参加艇がイギリス

のポーツマスを昨年8月29日にスタートして，ケープ

タウン，シドニー，リオ，そして再びポーツマスのコ

ースで激しい腰開を兇せている。また本年9月にはア

メリカのニューポートと，スタートとフィニッシュ地

点は違うが，シングルハンド世界一周レースが，上記

と全く同じ寄港地を定めて行われる。昨年12月でのエ

ントリーは22隻，日本からは堀江謙一と多川雄幸がそ

れぞれ50ft前後の新艇で出場を予定している。

こう見てくると，本年は外洋ヨット界にとって，多

面多岐にわたる華々しく充実した年になりそうである。

しかし，このように大きく育ってきた日本の外洋ヨッ

ト界としても，あるいはNORCとしても，海上におけ

る安全思想の充実とその普及，ハーバー問題の打開，

免許制度等の改悪を防ぎ，より現実的な対応を求める

といった課題をはじめ，海上保安庁の「オイコラ」的

取締り姿勢の問題，さらに日本ヨット協会との合同に

よる「日本ヨット関連団体協議会」（仮称）の設立につ

いての話し合いなど，このスポーツが大きく育ったこ

とに付随する，あまたの問題をかかえることになって

きている。NORCとしては，ここで今一度，社付l法人

としての役割りが何であるのか，また，そのためには

何を為さねばならないのかを，はっきりさせる必要が

あるのではなかろうか。

坐

ご心

幻里
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'81年後期

一年を

へ

がもたれた。予定されたディスコ大会は，今ひとつ盛

り上がらなかったが，豪華な景品の当たる大抽選会や

ビール早飲み競争，ルームランニング競技はE.H.エリ

ック氏の巧みな司会によって大いに盛り上がりをみせ

た。

12月4日，帝国ホテルにて後期レース表彰式が行わ

れた。それに引き続き，孔雀の間で年末大パーティー

が海事思想普及委員会の主催で行われた。

この日は石原会長をはじめ，たくさんのメンバーが

一堂に集まり，飲み放題，食べ放題の楽しいひととき

へ

舵杯、神子元トロフィー、ジューイカップなどひとり

じめの感のくローデム〉
さがみ杯と初島杯を受けた<BIGAPPLE>

Ｒ
Ｐ

h

小網代カップのく雲柱〉インディペンデンス・カップ杯を受けるく白鯨〉
(5）
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車椅子のハ､、人色新連載

，，がナ海に還る日①‘‘フィアー
石井浩一・フイアーナ

9月のある[1,NORCの友人から「素晴らしい人

生を歩んでいるあなたがたのことについて書いてくれ

ないか」との依頼があった。その時一瞬，返答に迷い
ました。私は以前から文章を組み立てるのが下手で，

小・中学校時代に書いた作文は，かなりひどかったら

しく親父からよく叱られました。現在でも私の筆不精
は有名で，こういう事には全く縁のない男だったので

す。もし私が何かについて書けるとすれば，最愛の妻

フイアーナと共に辿ってきた現在に至るまでの我々の

人生の航跡についてです｡今まで二人して歩んできた珍

道中の数々を思い出せる限り，ありのままに書く事で

あれば出来そうな気がしました。私の持病“作文恐怖

症”を追い払う為にも思い切って書いてみようと一大

決心し，その旨をNORC事務局の歌田氏に返事をし

たのであります。支離滅裂で，まとまりのない素人文

ではありますが，一生懸命書きましたので是非最後ま

でお付き合い下さい。
※

さて私は，ある専門の3年制短大を卒業し，今春資
格を取ったばかりの駆け出し鍼灸師であります。（現

在28歳）もともとは，ダイビング畑で生活の糧を求

めていた男でありますが，フィアーナとの結婚を機に，

東洋医学を志すようにな､り,陸に上がって6年になりま

す。が，一度染み付いた潮の香は私の体から離れず，

鍼灸の仕事と海とを何とかして関わりを持たせようと，

色々思案しております。最近では，こういう事を考え

ていますO"素晴らしい海の景色が展望できる海岸辺り

の丘の上に，安い土地を見つけ，自作の家を建て，そ

こで治療院を開き，と同時に近くに散らばる島々をヨ

ットで往診して回る。そしてヨットのキャビンの一室

は治療室になっていて……｡”

しかし，その前に是非成し遂げたい大きな夢があり

ます。それもなるべく近い将来に……。

それは，女房と共にヨットで世界一周クルージング

をする事であります。実現させるのは並大抵ではない

というのは，重々承知しております。しかし，私達は

夢を単なる夢で終わらせたくありません。トライする

チャンスを失わない限り，この夢を実現する為にそれ
に向かって最大の努力を続けていきたいと思っており

ます。

技術的な事，金銭的な事，共にゼロに等しいところ

からの出発です。それに加えてこれから色々な壁にぶ

ち当たる事も多いと容易に想像できますが，しかし，

そこは我々l4THE狂い咲きファミリー”の日米混成

スーパーガッツで，これらを乗り切っていきたいと，

二人して意気込んでおる最中です。

さて，私の妻フィアーナ・マリア・石井は，米国カ

リフォルニア州出身で，日本へ来たのが17歳の時。彼

女の親父の仕事の関係での来日でした。沖縄で4年間

を過ごし，その時私と出会い，結ばれ，福岡を経て現

在住んでいる京都と，かれこれ約9年間，日本に滞在

しています。
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彼女は，来日する1年程前に，ロープダイビングと

いうターザンごっこみたいな遊びの最中に，ロープが

切れ6メートルの高所から落下したのです。それも逆

さに，頭から土手へ突っ込んだのです。その事故で頸

椎4個を複雑骨折し，一命は取り止めたものの,以来，
全身まひの状態に陥ったのです。最初の2年間ぐらい

は車椅子に座るのも難しく，塩たつきりに近い状態で

したが,私と知り合ってから,機能回復の為に色々な新

しいもの(鍼灸治療等)にトライし'それが効を奏して

徐々 に車椅子に座れるようになりました。と同時に,一

度は捨てた幾つかの夢を再び持つまで､になったのです。

私は，彼女と知り合って最初の頃に何回か生命の危

険にさらされたところを見てきました。そして，その
つど彼女は自分の生命を賭けて病魔と戦い，勝ち抜い

てきたのです。そしてこの7年間，二人で力を合わせ，

彼女の健康と機能回復を賭けて毎LI戦ってきました。
その甲斐あって，今ではかなり健康状態も良くなり，
手，足こそ不自由ではありますが，腕の動きはほぼ元

の状態にもと．っています。そして，4年前から京都の
自宅で英会話教室を開設し,今ではかなりの人気を博し
ています。生徒の中には神戸，大阪，奈良，滋賀から

通ってくる人も少なくありませんO-ドは小‘学生から’二

は73歳のおじいちゃんまでを相手に，征、張り切って
教えております。カリフォルニアの太陽の下で育った

だけあって，陽気で笑顔がたえない趾みのある．そし

てガンコで少しセンチな女性であります。そういう彼

女の人柄に惚れて通ってくる人達が多いのです。この

4年間に数回寝こみましたが，それ以外は頑張って仕
事を続けてますから，かなり丈夫な体になったと言え
るでしょう。彼女に「一生寝たつきり」と宣告したド

クターが現在の彼女を見たら，おそらくひつくり返っ

て喜ぶことでしょう。現在，手先も少しずつ動きだし
てきています。ナイフやフォーク等はまだ持てません

が，筆ぐらいの重さのものであれば（時々 落とす事も
ありますが）持てるようになり、油絵も彼女独得の技
法で描けるようになりました。

さて，彼女が見つづけている幾つかの夢の話にもど

ります。最初に抱いた夢はインドを旅する事でした。
苦労しましたが，それを実現させると次に水中ダイビ
ングの体験を夢見て，これも訓練に訓練を重ね，55年
から翌年にかけて見事実現させました。そして今夢み
ているのは，ヨットで世界一周をする事です。彼女は

最初，世界の国々 を回りたいとの夢を持っていました。
その頃，私はヨットに憶れており，そこで二人が共通
した夢，世界一周をヨットですることを思いついたの
です。

今，私達は，この世界一周クルージングの夢も，今
以_上に努力し続ければ，必ず成し遂げられる日が来る
ことと信じております。

私達は一緒に生活し始めてから現在に至るまで,私生
活の面でもかなり苦労してきました。食っていけない

車椅子を離れ水中に(中央：フィアーナさん）

状態に陥ったこともしばしばありました｡3カ月近く，
にぎり飯を1HI個，それを半分ずつ食べて，あとは

水をガブ飲みして飢えをしのいだ事もあります。その

頃は，このような状態から脱する為に，昼間（朝から

夕方まで)は学校,夕方から英会話の仕事を手伝い．そ

の後夜10時頃にフィアーナを寝かせる準備をし，夜中

の12時になると家を出て,朝5時頃までトラック運転の

アルバイト，帰って2時間～3時間寝て学校へ，とい
う操り返しの毎日でした。学校は留年する訳にもいか

ず，家賃の支払い，お手伝さんの給料その他もろもろ

の支払いも溜ってきて万事休すの状態でした。こうい

う生活を始めてやっと3カ月目頃から先が見えはじめ，

私が栄養不足と過労でブッ倒れた頃には何とか金銭的

にはクリアーになっていました。その時はフィアーナ

も頑張りました。グチを一言もこぼさず，笑顔で毎円

を過ごしてくれました。英会話の生徒や友人達は，我

我がこういう状態にあるという事には誰も気付かなか

ったようです。ところが私は日を追う毎に機嫌が悪く

なり、イライラの度合いが増して険悪なムードに陥っ

たりもしましたので，私の通っていた学校の一部の友

人に（してしまいました。しかし，そのおかげで時々

差し入れをもらったりして，なんとか食いつないでい

く事ができたのです。これはほんの一例ですが，他に

も色々な苦労を経験し，そのつど二人で力を合わせて

なんとか乗り切ってきたのです。これらの積み重ねの

中から，ギブアップしない限りなんとかやれる，とい
う自信が出来てきました。それらの経験が全て身にな

り，年を追う毎に増々充実したハッピーな生活を送れ
るようになりました。

さてこれから，3つの事について順を追って書いて

みようと思います。

最初はインドの旅について（日本～ホンコンーハン

コックーインドーネパールーインド～スリランカ～イ

ンド～ホンコン～日本と約4カ月かけて回った時の珍

道中記）

次にダイビングの夢の実現まで，最後に我々が体験

した七一リングについてです。ヨットとダイビングは

重ねてお話する部分もありますが……。（インド編に
つづく）
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『神子元島ハネムーンレース』

<ポインシアナⅡ〉オーナースキッパー・ナビゲーター

山田幸夫
、

〈ポインシアナ〉は南の島に住む美しい少女の名前

である。想像力に''1信のないI淵兄には『アグネスラム

のことさ」とでも言っておこうか。

今を去る3年半ほど前に，ブルーウォーター派から

豹変した我々は，クルージング仕様のBW30を駆って

NORC｣iaSSCRのレース海面を駆けめぐり，並いるレ

ース艇のケツを追ってレースのイロハを学んでいった

ものである｡3年間に出場したレース記録を振り返れ
●●●

ば，おおむね!'｣のドくらいの成績に終始していたとデ

ータは語っている。

､Iz均年齢34.4歳。決して才'『いとはいえない7人のサ

ラリーマン建築家，これがポインシアナグループの全

オーナー兼クルー達である。

強風の烏1111りレースでは，毎度数lulのスリリングな

ブローチングを満喫し，全艇l－ド最も早くスピンダ､ウン

するのが去年までのパターンであった。うまいものを

喰い，十分な睡眠をとりながらレースを楽しむのが'－1

標とならば，レースの摂瑚に反することなく，上位人

賞など望むべくもないのであった。

そんな我々に昨年の末,中年の浮気どころからか『艇

ノ

灸唾鐸~=｡~･~一一一 ~ ~ ~

を替えようよ』という話がもち_上がり，世話役の私を

含めた全典のフトゴロ具合いを考え合わせたレーサー

クルーザーの中古艇をIﾉLI方八方捜しているところへ，

学生時代に同じクラブのウエスタンバンドでバンマス

をやっていた先輩で，〈ポインシアナ>1世の時から我

我グループの相談役でもあるブッドセールの戸谷氏か

ら紹介された歌田氏という，めっぽう話のうまい人間

とコンタクトを取ったのが，美少女くポインシアナ>に

ふりかかった運命のいたずらであった。

Uボートとかいう名のギンギンのレーサーの兇合い

写真(i没I汁図）を前に，身分不相応な結婚柑手とち!①

うちょする私を，世!活好きな年増の仲人達（戸谷氏と

歌IH氏を指す）は，カーボンだ，ミデイアムリグだ，

ラミナーセールだ，とたきつける。

他のオーナー達の意兇を調整し，三度のメシを二度

に減らし．まだ兇ぬボーナスの皮算用をも含めて，や

っと持参金のメドも立ち,Uポートとの結婚を承諾し

たのが春のこと。｢秋の島回りレースをターケットにす

る』というデザインゴンセプトを打ち立てはしたもの

の，オフショアレースとは十分な食糧と酒を積み込み，

カセットから流れる音楽を聞きながら走るものと心得
● ● ①

る，ブルーウォーター派くずれのレース屋にとって，

ギンギンの結婚ｲ11手をマイルドなクルージングも楽し

めるレーサーへと変身させることが結婚承諾の条件と

なり,Uボートのオリジナル段,il･を，建築設,汁屋であ

る我々の手でキャビン内やコックピット回りを中心に設

｝汁変更してしまい，仲人達のいら立ちをよそに，暑夏

の造船所通いを経て，9月26日の大島・初島レースを

初陣の日と決めたのであった。

神/元島レースの前々日,NORCからスタート時間

を11月1日午前2時に変更するという知らせを受けて，

艇長でありナビケーターでもある私は，内,L、『たすか

った』と思った。あの暗岩，洗岩に縁と÷られた神子元

を|ﾘlるいうちにIⅢ1航出来る。深夜のスタートやフィニ

ッシュは，定置網があってもシーボニアの庭のような

もの，心配は無用である．…･･と思っていたので，フイ
ニッシュ直前の不運など予想だにしなかった。

マイルドに変身した彼とのハネムーンのはずだった

前回の大島・初島レースでは，強い潮流と微風のため
爪木崎の岸ベタをいくくポインシアナⅡ>写真：朝河清

(9）
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に，初島直前でリタイヤ－し，実質的な初陣はこの神

子元島レースと考えていた。

今回のハネムーンに同行する乗組は仲人の戸谷寿男

（すべてをとりしきる役）と，例のシングルハンドレ

ース以後ポインシアナ家の一員（義兄弟）となった新

郎の兄,『ティダ』家のUボート乗り岡田豪三（ヘルム

スマン)，そしてポインシアナ家から病院建築の才一､ノ

リテイー懐本繁（トリマー兼コック)，マンンョン設計

に定評の川部武郎（トリマー)，一級建築士試験にパス

したばかりの海技4級，飯野等(フォアデッキ)，そし

て劇場建築と庁舎設計に実績の私（艇長兼ナビゲータ

ター）の総勢6人のMEN,MENである。ハーバーを

出る前に艇内で簡単なミーテイングがもたれ，艇長会

議の縦告，基本コースの確認，食糧i汁画の確認，マー

クすべきハーフトンの情報体力に応じて適時睡眠を

とること,ADF不調のため，努めてクロスベアとデ

ッドレコを励行すること，そして特に微風がf想され

るため，前[''lのレースで思い知らされた黒潮分流と，
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癖

先行艇を追って神子元島を回航

潮汐流を雌大限に生かして走ることなと・が話し合われ

た。

小網代湾I｣の定置網沖のコミヅテイーボートと，｜帝

磯灯台のトランシットライン上にリミットマークが打

たれ，ほとんどの艇が上寄りスタートの中，我が艇は

下寄りで軽風のフレシュウインドをつかんだジャスト

スピンスタートで深夜のハネムーンに旅立った。

陸の人間が堰静まった深夜2時，36杯ものレース艇

が一せいにスピンを展開し,暗闇にカラフルな花を競う

のは不自然な気もする。飛び交うクルーの声，マスト

トップにゆれる赤と緑の灯の群れ，静寂の中にカリン

カリンと響くウインチの音,11月の夜にしては厳しい

寒さはなく，視界良好，波も小さい。

スタート後1時間もすると，ほぼ各艇の相関位置は

フィクッスし，本船航路の北仙lまで入り込んでいるで

あろう潮の影響を避けて,我が艇は門脇への直線コース

のやや北側を走る。前方に2トンのく摩利支天>,〈月光

V>,<カラス>･北lllll風上の2時方向に<-フジⅢ>,3Hf

方向にく七ラビⅢ>,〈がめら>,〈デルフィナ>のハーフト

ン勢がダンゴで走る。その他の艇はほとんど南側半マ

イルから1マイ ﾙ沖の後方をにぎやかに帆走している。

やがて風早灯台を確認，朝の気配を感じるころには

初島の灯台も確認され，船位測定は非常に楽である。

午前6時，大室山と111奈崎を視認したところで，オ

フワッチから上がって来た岡III,植本，飯野らと交代

し，バースにもぐり込む。

カセットテーブからリチャードクレーダーマンが流

れる青く峅れた朝の海，セピア色に変色した伊豆の山，

グレーの岩肌をくっきり縁どる磯波の白さ，すべての

光景が眠りからさめたばかりの眼に痛い。

岸から500mほと．の岸寄りを南下する我が艇の前方

沖寄りにく七ラビm>,<カラス>,<がめら>が先行し，沖

寄り9時方向にくジャクタール>，我々のさらに岸寄り

にくデルフィナ〉とくチュブリンゴ〉が迫る。2トン，

1トン勢に統いてこれらハーフトンが第2先頭集｢ハを

形成し，さわやかに晴れわたった稲取沖に各艇の熱気

がよぎる。

各艇の走りを数分ごとにコンパスチェックし，ヘル

(11)

ムをとる戸谷氏に報告する。9時から10時にかけて下

げ潮のピークのためか，爪木からlul折して北流する潮

のためか，沖寄りの艇よりも岸寄りギリギリを行く艇

がジリジリと前に出る。岸寄りを有利と判断したくボ

インシアナ〉は，ジヘ'イブをくり返して弱い風をひろ

いながら岸ベタを南~ドし，正午には爪木崎の岩場を約

50mの至近でクリアーする。

その間，あろうことか先頭のく七ラビⅢ〉は大島方

向へ走り去り，〈カラス〉とくがめら〉に肉迫した我が

艇のコックピットでは,流れる強潮をと÷う乗り切るかが

雌大の関心事である。爪木崎と神子元島間の数マイル

は水面下に1111か恐ろしいエネルギーをひめた大河のよ

うに思えた。

l11を横切るのをためらうように，各艇岸寄りを須崎

沖の洗岩に向かう。やがてくデルフィナ〉が川の横断

に突入し，続いてくがめら〉とくポインシアナ〉が須

崎の洗岩にはじき出されるようにジャイブして神子元

への渡河作戦を開始した。しかし，ハーフトンの雄，

〈カラス〉は，一向にジャイブせず，須崎をも通り過

ぎ，‐ド田湾11をどんどん西進してゆく。『これでくカラ

ス〉も落っこちか』などと考えたのが大間違い。オー

バーランと,lど､えたその艇は，バワブルなアビームの硫

烈なスピードで難なく川を横断し，あっという間にlii

に出た。

〈摩利支天〉をトップに9悉手で神子元を回航した

のが13時18分｡<ジャクタール>，〈ベラトリグス>，〈が

めら>，〈カラス>，〈デルフィナ>，〈ポインシアナ>,や

やおくれてくチュブリンゴ〉が一団となって日の当た

る神子元烏をII'1航し，微風~ド11時間張り続けたスピン

をダウンした。夕方近くになって風はさらに落ち，マ

ストの風兇がくるくるまわり始め，艇の周囲にはイル

カの群れだけが跳ねる。

大島元町方向はるか前方にく摩利支天〉の航海灯，

やや風早寄りにく月光V>･薄明のうちに各艇の位置を頭

に入れてナイトに備える。ていねいに城ヶ島へのラム

ライン上を走る我が艇の前方0.5マイル程にハーフト

ンのくカラス〉が1杯行くが，神子元を一緒に回った

他の艇は，今歩,i'冊ってないようだ。

『スピンを上げよう』戸谷氏が言う。

ブームが垂れ下がり，風兇が回転するこの風でスピン

が上がるのかと思う。『ウィンチを使うな.ノセールを照

らすな』たたみかけるように戸谷氏のオーダーが'1､声

でドされる。7時方向に接近した大型艇のくシルエッ

ト〉に悟らせないためだ。半信､'2疑のスピンは兄事に

決まり，スルスルと走り出し，やがて吹き始めた西寄

りの風と本船航路を流れる潮にも乗って．グング､ンと

対地スピードが上がる。

スタート以来，1時間ごとのチャートプロットをオフ

ワッチの私に代わって川部が30分ごとにプロットし，

ラムラインを忠実に走ってゆく。午後8時，ヘッディ

ング､に諸磯灯台をとらえ，ポートタッグのスピンラン
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で艇速は8ノットを超える。

キラキラ輝く城ヶ島の明かりが近くなるころ，数時

間前に大島元町の灯と同化していったく摩利支天〉の

航海灯が，右手沖の山方向から現われる。彼の艇以外，

〈ポインシアナ〉の前方に船影はなく，数杯の赤色灯

がスターンに並ぶ｡『あの角度じゃく摩利支天〉はスピ

ンは張れないだろう，へたをするとウチが勝っちゃう

ぞ』……。意外感に似た期待を押し隠して，真略なコ

ックピットに冗談が飛ぶ。

思えば数週間前の強風のシーボニア沖で，不幸にも

デスマストしたくビッグアップル>のリリーフとして，

フリート対航レースの代表艇に参入した我が艇は，先

輩格の実力派ハーフトナー〈ドリー〉と，商井ニュー

ポートを駆るくがめら>の2艇の足を引っぱることなく，

何とか彼らについてゆきたいと真剣に話し合っていた

のだが，今の瞬間その責務を果たせるような気がした。

22時10分，〈摩利支天>はファーストホームの約束手

形を手にして小網代の定置網エンドをクリアーし，ジ

ャイブして湾内に吸い込まれて行った。

オールハンズの我が艇も日頃見慣れた定置エンドを

バウにとらえ，約10分遅れで『ジャイブ用意／」・…・・

『ジャイブ./』－ジャイブが決まり，ホッとして，

ふと’ポートサイドの舷外に目をやった私は一瞬血の

気が引くのを感じた｡『のぼれ./急旋111.'』一秒，二秒

…･”バウンノという音とともに，にぶい振動が7ノッ

トで疾走する艇のスピードを奪う。次の瞬間，我が艇

は，黒いブイから白く点々と連らなる不気味な定置網

の中にいた｡『もう1本来るぞ／』誰かが叫ぶが急には

止まれない。息を飲む数秒の後，再びバウン／グググ

グビューン……艇は定置網の外に出た。

『スピンダウン.ノジブアップ.ﾉ』『のぼるぞ－』『ジブ上

がったらスピンセット.ﾉ』『ワッチしっかりしろ.／』－

フィニッシュ直前の，しかもホームポート沖で，大き

く1回転して元のコースに戻った時には，後続のく月

光V>が前を走り抜け．クラスⅢのくベラトリグス〉

がスターンに迫る。

悪夢の数分が過ぎ,やっと落ち街きを取り戻したくボ

インシアナⅡ〉は静かにフィニッシュラインを切った。

、プォーッ〃『2970フイニッンュ』･･･…『お疲れさん.／』

『何苫ですか一？』……『3着で－す』・・…･o

1ll-11I-1午後10時48分，ポインシアナグ､ループとし

ては初の快準であり．新しいダンナ(U-30)と美少

女くボインシアナ〉が真に‐つになった記念すべきハ

ネムーンの終了で､あ=)た。

「サチオオカレトイノル」

追伸：「ユダ､ンタイテキゴヨウジン」
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駿 河 湾

秋のフリー1､対抗レース

秋が駆け足で深まっていく10月10日,11日の2日間

にわたり，駿河湾の沼津内浦湾において，第3回駿河

湾支部フリート対抗レースが行なわれた｡駿河湾に清水・

沼津フリート間の親善と技術向上を目的として発足し

たこのレースは，今や支部の一大メインイベントとし

てその趣旨を果たし，一応の成功を納めた。

レースは，オリンピックコース2本と，ショートオ

フショアで争われ，3艇で1チームを構成する。今回

は清水2チーム（6艇)，沼津4チーム(12艇)で争われ

た。1,21111ともに，清水チームが優勝し，今I1I1も虎

視眈眈と優勝を狙っていたのだが，やはり優勝をさら

っていった。

さて，第1レースは，前日来の強風がおさまり，6

時からゴミッテイーの打ち合わせ，7時から艇長会議

が行なわれ，20分遅れの9時20分にスタートした。ス

タートは案の定，陣取り合戦に熱が入りすぎ，とゞうい

＝識

告

騨A
r愚

I

鰍P電

ザ

へ

4 罰
．
鐙
蕊

一

唾L
缶沁ざ

‐

恥

下マークへ向かう各艇写真：大倉

うわけか本部艇にぶつかってくる。熱くなった艇もあ

り，とても楽しかった。レース内容は，レーティング

j由り，淌水のくマルジェ>(デュボ｢ﾌ37.2455),〈デイス

コドーリー>(Y33.2263),<ダンデイライオン>(il{ji井

33.1909)の大型艇の争いとなり，レギュラーメンバ

ーに欠けるくマルジェ>が脱落し，〈デイスコドーリー>，

<ダンディライオン>，〈マルジェ>の順でフィニッンュ

した。スタート時の陣取り合戦の結果,〈ダンディライ

オン〉から抗砿が出て，本部艇に接触した<KOMA>

（なかよし295.2772．”…舵リ|きは若き女性……）は失

絡とな-)たc

第2レースは予定通り，1時から|｝削始された。風は

午前''1に比べ‐段と藩ちて，かなりきついレースが予

想された。スタートはさほとゞの陣取り合戦もなく，』F

fIIに行なわれた。鋪1レースの刷峠を晴らそうと,<マ

ルジェ〉がとても素ll,fらしい走りをしていた。風が徐

徐に藩ち，タイムリミッ|､までに入ったのは，たった

4艇であった。惜しいことにフイニッシュライン3～
●●

5m--"iiのところで，荒井のピケ（スキッパーはおか

まのタカオ）のくカレントネラ〉はタイムリミットに

引=)掛かり，残念そうにジリジリと後退していった。

兇ている方はお腹を抱えて笑いころげていたが．.…･・

本部艇には荒井氏のカミさんが乗っており，亭主のイ
● ● ●

マイチに「もう遊んであげない」と騒いでいた。

フィニッシュ順位はくマルジェ>，〈ディスコドーリ

->,<KOMA>,<ダンディライオン〉であり，その他は

DNF｡<KOMA>は第1レースの失格にもめげず､よく
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第一レース、スタート直前の混戦(本部艇より）

写真：稲垣 (13)
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健闘した。第1レースの結果が惜しまれる。

第1，2レースを振り返って，清水のメンバーは，

予想された通りのメンバーが順当な走りを兇せ，得点

を確実に稼いでいった。沼津としては，期i寺された艇

が思った通りの走りを兇せず，非常に残念であった。

今年進水した船，特にくサラボ､－ン〉(2825),<正覚坊〉

(2920),<ソレイユ>(2854)が艸時されたが，これら3

艇は,lll:心な時に走らないで，関係ない時にﾝこり，今

IIIIも同様であり，とても困ったものである……。もし

この3艇のオーナーが，この記事を読んで気を惣<し

たら……「悔しかったら勝ってみろ.ﾉ」

10日の晩はスカンジナビアで100名近い関係者を集め．

'|､II例の'|｣間発表と各艇の紹介が行なわれ，とても盛大

なパーティーとなった。と÷ういうわけか，レース結果

の悪かった船ほど陽気に騒いでいた。これはlえ門しな

ければならないことである。パーティーは宴も甜闘と

なり，外から酒を持ち込み，それに川lえカラオケも始

まり，いつ終わるともしれない様#11となる。翌日レー

スが控えているというのに何と楽しいことだろうb

さて，第3レースのショートオフショアは、従来ポ

イン|､レースに使用されているコースを多少変えて↑『

なわれた。（多比→千本→大瀬→淡島沖合い→大瀬）ス

タートは9時。このレースは得点が1．5倍で，それま

で不利であった〃棒チームにとって雌後のチャンスと

なった。前llどんちゃん駁き．をしてq=洞酔いとみら

れた艇が，特に好スタートを切るレース展州となった．

スタート後15分程で肌が藩ち，沖ﾉl'1し組と峠ベタ組と

'|｣間ラインを1ﾉ|いた紺と，3つのグループに分かれた‘

伴走していた本部艇は，沖ILIIし組有利と兇ていたが，

千本マークまで約311#llllかかり，結)!,j'l｣間ラインを‘ﾉ｜

いた艇がよい結果をII1めることになった。レースとい

うものは本身11にわからない。

千本マークはくマルジェ>,〈カレントネラ>,〈ウィンド

マシーン〉(エクメS.1787)の順で[111航し,<ウインド

マシーン〉の健闘が目立った。それもそのはず，トヨ

’

輿里

ペットレジャーの奈木氏が乗艇しており，よく健闘し

ていたのだ。その後にくディスコドーリー>,〈夕凪>(P

26.1805)の順で1111航し，我が親戚くうレアデスクラス

ター>(HOL26.2499)が6iKE-T倉で|''|航した。ヒゲの大

命艇長は，その後に得意の微風のクローズドリーチで

兄事2艇を牛菩抜きし,4irfでフイニッシュした。結

果はくマルジェ>，〈カレントネラ〉(カミさん人喜び)，

<ウィンドマシーン>，〈ブレアデスグラスター〉という

順位であ-』た◎

このレースはスタート時を除いて終始微風であり，

清水艇の帰港を骨えて､コース短縮を行な＝)た。この

微風の中で，片寄りの艇4隻がオンザロックしたが，

別に大した損傷もなく，各艇自力脱出し，レースを続

行した。

総合結果としては，最多ポイントケッターは,〈ディ

スコドーリー>,チーム優勝は，消水のチームがまたチ

ャンピオンベル|､を保持した。
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伊豆の山のデリケートな吹き下ろしをつかむ写真：稲垣 微風で混戦の第三レース写真：稲垣
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沼津内浦湾は水深がと÷こでも100m以上で，コミッ

ティーが狂気乱舞し，誰もが一度はやりたいと夢みて

いるところである。

かつて駿河湾支部には，春秋の神子元島レースが行

なわれていたが，毎M毎lul,出艇数が減少し，清水と

招津の交流が失われてきたために，昨年よりフリート

対抗レースの企画がたてられ，55年9月に第111,|が，

56年3月に第211'lが行なわれた。第1l!'lは参加艇も多

数あったが，第21111の清水でのレースは，沼津からの

参加は雌か2艇であ＝』た。これは真に残念なことであ

り，来年の春のフリート対抗レースには，淌津からの

参加を多数希望するところである。

今II'|のレース机当委jiであるくスカラブ〉の後藤氏

の多大なる御努力と，各ﾉj面にわたる御脂導により．

無事成功を納めたことをI早く感謝し，もう一度原点に

戻り，清水・淵津，両フリートの発展を1りlしたいと,uj，

う。

レポート報告……〈スーハードラ〉

レース副委山焚・富Iﾙ(微／乙鵬武／稲垣測雄

鵬
へ

#

フローティングホテル、､スカンジナビア'′のアフター

デッキ上でのパーティー写真：森

パーティーであいさつする副支部長写真：森
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第7回

H.Y.C・シングルハンドレース参戦記
’

去る11月1日広島県豊lll郡川尻町沖で恒例のNORC

西内海支部ｷ'1豊フリートjﾐ催によるシングルハンドレ

ースが行なわれた。このレースの行なわれる海面は，

川尻と蒲刈島との間の3マイル程度の海峡で,lll尻港沖

をスタートし，来島という小さな島をII'1り，安浦沖の

黒燈台を[plり，スタートラインの川1ﾉt沖に帰ってくる，

16マイルたらずの三角形のレースだが，風のふれがは

げしく，潮が雌強時では4～5ノット近く流れるよう

な，アドミラルズカップの行なわれる，ソレント海峡

を防佛させてくれる所である。

朝9時より艇長会議を行ない，10時スタートを確認

して，それぞれスタートi〃面に向かってエンジンを吃

らせた。今l''1の参加は，

1．〈チヨエ>(ヤマハ33F)上瀬

2．〈カズ>（ピーターソン42F)有H1

3．〈オーシヤニド>(ハートレーRORC39F)l源

4．〈ドンベイ〉(ヤマハ25F)<t-f

5．〈オーパス〉(ヤマハマーク130F)山本

6．〈ムーミン〉(横山22F)渡辺

7．〈シルバークロウ>(ゴールデンシヘ,ムロツク30F)

三井

以上7艇である。多い時は25艇もスタートしたレース

だが，徐々に少なくなっているのは淋しい限りであるc

しかし今l''1出場の7艇はいずれもシングルハンドレー

スの常連である。少しでも気を抜くとすぐ順位が入れ

変わる。体力と神経をすりへらすレースである。

ｽﾀｰﾄ前は各艇ともデｯｷのkで前へ後へ大いそ

がしである。なにせ何から何までI'l分一人でやらなけ

ればならないからたいへんである。それでもスタート

10分前にはすべてセールが上がり，いつものレースと

同じ感じでスタートライン付近を俳個しだす。さすが

常連である。

スタートは本船の通過のため15分延期となるが,10

時15分にはコミッテイーの「オールフェアー」の声と

ともにスタート。しかし，スタートliiまであった10~

15ノットの風は，スタートの時には1～3ノットに落

ち，無風と逆潮のためスタートラインを切る船はなく，

船をスタートライン上で止めておくのが精一パイの状

態であった。1111､近くになるとやっと5ノット近くの

風が吹き始め，その風をつかんだ，〈チヨエ>，〈カズ>，

〈オーパス>，〈ドンベイ〉が先頭集川を作って無風地帯

からぬけ出した。風は南東9～15ノットになり．やつ

(16)

NORC西内海支部有田一郎

とヨットらしい走りを兇せだした。各艇ともタッグす

るたびに艇速が落ちるので，できるだけタックをさけ，

艇いレグをｿ|いている。

私はといえば，スタート直後へビーゼノアからマイ

ラーのライトゼノアにセールチェンジしたのがたたっ

て，タックしてもウインチハンドルが,1Jj,うように|!!ID

てくれず，1～2分かかってしまった｡毎年このレース

の反街として日頃のトレーニングのことを思うのだが，

現実は，といえばウエストが8cmも大きくなり，体重

も10k9噸え，急な階段を'2ると息切れがする体たらく

だ。しかし弱音をⅡfいてもだれも助けてくれないのが
．､､ノトナ苫
－4ノ’'一o

12時頃，来島にIM､l-いたのはくチヨエ〉とくカズ〉

だけで，後続艇の'l1にはまだスタート付近の無風帯か

ら抜け出せないものもあった。

<KAZU>の有田氏

へ

へ



へ

へ
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来島から風はリーチングに変わり，〈カズ〉とくチヨ

エ〉の戦いになった。黒燈台まではややくカズ〉がリ

ードしたものの，燈台をかわしていよいよスピンを上

げるIIfになって両者ともかなりバタバタしたが,<チヨ

エ〉はそれでも一パツでスピンが|君がり，よいスピー

ドでフィニッシュに向かった。

我がくカズ〉はというとスピンを|ﾐげ，一息ついて

ジブダウンしにバウに行くと，どうも変である。ジブを

ドげて上を兇ると,1''1とスピンのシートがはずれてい

る｡一瞬どうしてスピンを下ろしたらよいものやら舞え

たが，やるよりばかに方法がない。まずティラーを引

いてデッドランにし，スピンポールを下ろし，ガイを

ゆるめ，ハリヤードをもってバウヘ行き，スピンを海

面に落とさないようゆっくりドろす。壽<のはたやす

いが,やるのは必死だ｡指は血だらけだが,そんなことに

かまってはいられない。やっと~|くるしてシートを付け

再びスピンupoハリヤードウインチをl''lしやっとこま

でkが-〉た。安心してスピンを兄ると，クリー卜した

はずのスビンシートがはずれ,シートが全部海の!|1,.も

一いや./〃秤びスビンダウン。蒋通の人ならここでジ

77､upしてしまうだろう。私はそうはいかない(1''1とい

うことばない，ゴミッテイーボー|､に我がクルーが乗

ってこちらをしっかりと兄ているのである。オーナー

はいつもジブシートのり|き込みが遅いだとか，スピン

シー|､の合わせ方がへただとか言っているが自分はど

うだなと÷と言っているのではないかという妄想にから

れているだけだが),意地である。再度トライ，今度は

うまく’三がった･やっと元のコースにし，スピードを

kげてくチヨエ〉を追ったが，スピントラブルのハン

デは大きく，6分近い栄がついてしまった。

しかしトップのくチヨエ〉もタイムリミットに2分

遅れ全艇DNF。ちなみにトップフィニッシュのくチ

､みさきヨット"海岸局の強力化

通信委曲長篠原要

従来2182,2150kHzにて連用して参りました、みさ

きヨット〃i〃岸局と会幽所ｲ,艇間の通信については通

ifMI雛も短く，小笠li(,沖繩レースなどの踵距離レー

ス時には，海|保安川:海岸)!!)'lJ継で述営して参りまし

たが，レース航行の安全,III渦化を｝汁るため郵政行'!"Ii

波監珊‘,)の指導のもとに，鯨波帯SSB'I:E,活の拡充を

I汁り，11月1111付をもって!|1短波，短波帯の免許を収

i(卜しました｡4,8MHz帯では南支那柾方面,8,12MHz

帯ではシンガホール1l･近，ビームアンテナによる人圏

コースでの16,22MHz帯で､は米国西海岸南iIfli,メキシ

コカリブ海方1mのl$,)が良好に人感しているので，今後

(17)

し

I風

鶴

1

蕊蕊鐵 錘夢
ヨエ〉は4時間16分47秒，私が4時Ⅲ122分33秒であっ

た｡川尻港に帰って順位をミあみだぅできめることにした。

その結果，1位くシルバークロウ〉(カップ)，2位くチ

ヨエ>(カップ)，3位くドンベイ〉(かソプ)，ブービー賞

くムーミン〉(ナポレオーン）に決定した。来年もがんば

ろうと互いにはげまし合いながら各艇ホームポートヘ

と帰って行った。

私は今まで,'l'!たレースで，釜llj→博多間のアリラン

レース，徳島の阿波帥りレース，そしてこの柏豊フリ

ートのシングルハンドレース(草レース)が印象深い。

この三つのレースは，それぞれに持ち味は異なるが．

何か共通の要素を持っていると思う。それはレースが

終わって「楽しかったな－,次l'11も必ず参力llするぞ－」

という言葉で表わされているのではないだろうか。私も

こんなレースを企画し，またと・んと．ん参力llするつもり

である。100艇集まろうと,2艇でやろうと，楽しい

レースは楽しいのであるから。

のレース連行の裏方として迩偏サービスがIII1来ること

と'W,います。また，米シーズンからは，体|I,サマー

シーズン中は連用する)参定ですのでご期待|くさい。

業術拡充にともなう通信士のコーヒーカッブ，グラ

ス，、'値用の､ノブァーベッドなど家具,il･器のご割､1･を

お件ちします。むろんジュース，コーラ，コーヒーな

と‘の兼し入れは人歓迎です。

今'!'|の増波によって会典艇で連川出来る周波数電力

は次のようになります。

中短波2150,2182､2638kHz50WA3H,A3J

短波4143.6,8291.1,12429.2,16587.1，

22124kHzl50WA3J

電話級通信士国家試験は2月と8月行われます。(出願

〆切は約2カ月前）

オプシースン1～211に特殊無線技士甲の,更験勉強

公もjう定致しております。
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内海支部フリート対抗レース
長島快文

木場組は日頃の奥ゆかしさをここでも発揮して，少し

下がってひかえている。そのうちに，ライン中央ぐら

いにいた1艇が，スルスルと前へ出だすと「皆で出れ

ば怖くない」とばかりに他の艇もどんどん前へ｡結局，

スタート時刻にラインの中にいるのは,わずかに5艇。

ところがどうだ.／我が的形勢は3艇ともラインの中

にいるではないか。「このままスタートさせれば，的形

勢がぜん有利」と張り切って，リコール艇のセールナ

ンバーを控え始めたところが，フォグフォーンを握っ

ていた谷川さんが「プップップッ……」歯ぎしりしな

がら第一代表旗を展開，ゼネラルリコール。

21'j1月はラウンド・ジエンドルールを適用したため

あまりあつかましい艇はなく，きれいにそろってスタ

ート。中でも，少し早いかなと思えたが，うまく艇速

をコントロールして，下トップで出ていったくアグリ

ーダックリン〉が印象に残った。

南西にある第1マークへの上りのレグ，スタート直

後の風のふれをうまくつかんだくコテルテル〉が，他

艇を早くも0.2～0.3マイルは離して南寄りのコースを

とる。〈トーゴ〉はこれを避けてか，ポートタックで西

寄りへ。そのままくコテルテル〉のダントツかと思え

たが第1マーク手前で風がみるみる西へふれ，結局，

〈トーゴ>，〈コテルテル>の順で第2マークへ。

追手に変わったとたん，艇速の遅いゴミッティーポ、

一卜は引き離されながらレース艇を追う。第2・第3

マークの中間まで行ったところで，早くも引き返して

くるトップグループに出会った。どこで抜き返したの

か，またぐゴテルテル〉が0.2マイルばかり先行して，

〈トーゴ〉が続いている。意外に展開が早そうなので

先に戻って待つことにしてフィニッシュラインへ直行。

フィニッシュラインで侍っていると，弱い風を伴な

った前線が通過し，南西の風が急に西から北西へと

変わった。これは一波乱あるぞと侍っていると，案の

定，またまたぐトーゴ〉が先行して帰って来た。結局

くトーゴ〉がファーストフイニッシュ，36秒遅れでくゴ

テルテル>,10分ばかり遅れて，参加艇中唯一の木造船

く熊野〉が2トンの貫録を示して3着でフィニッシュ。

修正ではスリークォーターながらく熊野〉のスター

ンをつつくようにしながら入ったくカザセブン〉が1

位，参加艇の中でも特に古い登録No.2045のくミッドナ

イトフラワー〉が健闘して2位，以下くトーゴ>,〈カリ

ーニョ〉と西宮勢が9位まで続き,10位から15位まで

に的形,木場勢｡｢コミッティーやる元気なくなるで.／」

の声に,｢走る元気なくなるで.ﾉ」はくイントルーダー〉

の片岡さん。

「数年間途絶えていた内海支部のフリート対抗レー

スを行うことになった。前l''lカップ。を持って帰ってい

る的形でするので，おまえ世話役をしろ』という神村

先生の指示で，谷川帆走委員長の手伝いをさせてもら

った。根が無精者で，おまけに私事で多忙な時であっ

たために，十分な準備もできず，皆さんに存分に楽し

しんでもらうことができなかったのではないかと反省

しつつ報告をします。途中評論めいたことが出てくる

ことがあっても，生意気だとはおっしゃらずに,『自分

ではできんでも，人のすることをボロクソに言いなが

ら見ることができるのが，帆走委員のおもろいところ

や，これがなかったらやつとられんで./』という帆走

委員長の言に免じてお許し下さい。

参加チームの顔ぶれは，レース熱が盛り上がり，炎

さえ見えているという西宮フリートから3チーム。い

く週間もの予選を行なって上位から3艇ずつをA,B,
Cの3チームに分けて来ているとのこと。内海のレー

スで上位を独占している艇がずらりと並んでいる。的

形フリートからは，的形ハーバ－1チーム，木場ハー

バ－1チーム。こちらは，むりやり引っ張り出された

なという感じの艇もなきにしもあらず。西宮と的形の

対抗のようになってしまい，他のフリートからの参加

がなかったのが寂しかった。いずれにしろ，このチー

ム編成では,『帆走委員といえども独断と偏見を駆使し

て的形フリートのために頑張らな勝負にならへんやろ

な』と思いつつ艇長会議へ。

艇長会議では西宮勢の質問の鋭さにたじたじ。作成

者の至らなさのために穴だらけであった帆走指示書も，

質問に答えるうちに明確になって，ごまかしようがな

くなってゆく。鍛後に，あるスキッパーの「地の利を

使ってご､まかそう恩うてもあかんで／」という言葉に

止めを刺されてレース開始。

レースは灯標まわり2レースとオリンピックコース

1レースの3レースで行い，得点はIYRRのチームレ

ース規則によることとし，第1レース，第2レースは

それぞれ得点を1．5倍，2倍とすることにした。

第1レース（兼播磨灘レース，参加21艇）

コース：的形沖→播磨灘北航路No.8灯標→東播磨港

導入灯標→前記No8灯標→的形沖(30マイル）

スタート:10/250900タイムリミット1700

陸からつき出ている海釣り用の桟橋を一方のマーク

にしたので，少し窮屈なスタートラインとなったが，

風が都合よく変わって，どうやら風下少々有利なクロ

ーズホールドのスタートとなった。

スタート1分前，西宮勢が第一線に並んで，的形，

一

（
）

(18）
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多かった。その中で，比較的早くから潮を計算に入れ

たコースを引き，まつすぐにフィニッシュしたくアグ

リーダックリン>,〈ミッドナイトフラワー>,〈ウイザー

ド〉等は総合で3，4，5位に入っており,「そんなも

のかなあ」と感じた次第。

今回は，総合では6位のくブローアップ〉に続き，

木場のくフェイタス〉が7位と，なんとか西宮勢の中

に割り込んでいる。

第3レース

ゴース：琴塚沖にブイで設定したオリンピックコース

スタート11/11300タイムリミット1700

艇長会議は昨夜第2レースと一緒に済ましてあるの

で，例の質問責めにあうこともなく沖へ。ところが，

今度は風の神にいじめられることとなった。レース海

面へ出たところ，第2レースの終った後落ちていた風

はますます弱く，海面は鏡のよう。あきらめてただよ

っているゴッミッテイーボートの横をくミッドナイト

フラワー〉がスルスルと滑ってゆく。｢今の船はよう走

りよるなあ」と感心しながらも,「これではレースを楽

しんでもらうことにならんで.ﾉ」と回答旗を上げて待

機。ところがやはり，「待てば海路の日和りあり」｡今日

のレース艇には余程日頃の精進のいい人が乗っている

のか，スタート予定時刻を過ぎること2～3分，突然

東の方から海面が黒くなり始めたと思うと，たちまち

風速は2～3nlbから4～5恥に./

それ，今のうちにと，マークを持った漁船には，コ

ース設定に走ってもらいながらスタート準備，少し変

則的な時刻ながら1325スタート。

スタートラインに有利，不利がなかったためか，ラ

イン－杯に広がって，ほぼ一線になってスタート。風

は少しずつ腰が出てきて，6恥程度に。少しコースが

短かったかなと思いつつ，レース艇についてマークへ。

やはりくゴテルテル>,〈トーゴ>が先行し,〈カザセブン>，

〈シュナウザー>,〈カリーニョ〉あたりのスリークォー

ター艇が続く。

オリンピックコースのレースは，全体が見えるだけ

に興味のある場面がいくつかある。

1回目の上マーク手前，30艇身程度のところ，ほと

んど同じライン上を，7艇身ずつの差でポートで走っ

ていた3艇が，同時にダッキングしてスターボードに。

一番後を走っていたくブローアップ〉が，ゆうゆうと

上り切って，上マークを一番に回航，一番先行してい

た艇が最後に.／その間特に風が変わったとも考えら

れないので，やはり先航した2艇のミスなんでしょう

ね。

上マークからサイドへのスピンラン,大きなスピンか

ら小さなスピンへの順に並んでいる中頃，7～8ぐら

いあたりに特大の三色のスピンが，一きわ目立つ。こ

れはいただけないと思っていたところが，フィニッシ

ュ時にはそれなりにまとめて3着に。

2回目の上マーク，マーク回航後，ジャイブをして

第2レース（兼高松レース，参加22艇）

コース：的形沖→鹿ノ瀬西灯標→水ノ子岩灯標→播

磨灘北航路No.5灯標割÷同NO4灯標→琴塚沖→前記No.

5灯標→琴塚沖（60マイル）

スタート:10/312200タイムリミット11/1

1200

実にややこしいコースであるが，内海で夜間のレー

スをして，ゴミッテイーが少しノンビリさせてもらお

うと思えば，こんなことになってしまうのである。

例によって激しい質問責めの艇長会議。特にこのレ

ースはノリヒビの罠が口を開けている真暗な水面を，

暗礁群をかすめつつ,5万とある明かりの中から目的の

灯標を求めて流浪わればならないだけに，質問も真剣

そのもの。ここで西宮勢の一艇でも明かりをとらえ,間

違って大阪湾へ飛び出してでもぐれたらもうけものと

ややこしい質問にはすべて「チャートを兇て下さい」

で切り抜けて，夜のスタート海面へ。

ノリヒビの境界を示す浮標の明かりをたよりに，リミ

ットマークにする灯標を捜すが，なかなかみつからず

にウロウロしていると，〈おのころ丸〉が近づいてきて

「おい，スタートラインわかつとるんか／あっちや

ぞ｣…･･･。

何はともあれ，ラインを引いて定刻にスタート。北

の微風に色とりどりの（？）スピンをたよりなげにふ

くらませて消えてゆくレース艇を見送れば，後はする

ことは一つ。焼酎のお湯割り，ウィスキー，ビールと

思い思いに傾けつつ，フィニッシュラインへ直行。

フィニッシュラインは岡崎造船のある小豆島の琴塚

沖，少し早い目に着いて一眠り。朝6時過ぎ，前後の

風を考えると，まだ水ノ子岩ぐらいにいるのではない

かと考え，コース短縮をするつもりで，コースを逆に

たどりつつ迎えに行こうと走り出したところ，朝もや

の中に一つ二つスピンが見える｡「さすが今のレース艇

は早いなあ，あの微風の中，平均4ノットぐらいは走

っとるで.ﾉ」と谷川さん。これからもう一度No.5灯標

まで走らせると，％トンはタイムリミットにかかる恐

れがあるので，コースを短縮し，最初の琴塚沖でフィ

ニッシュすることにしてレース艇を待つ。

やはりトップはくゴテルテル>･数分遅れてくトーゴ〉

が続く。これは面白そうだと急いで修正時間を計算し

たところ,17秒差でくトーゴ〉の勝ち。〈コテルテル〉

のデッキからの「どっち？」の問いにくトーゴ〉を指

さす｡「3分？」にもっと小さいと動作で示すと,「2分

？」,「1分｣,｢30秒？」・…・・「17秒」の答えにかなりが

っかりした様子。その後,〈カザセブン>,〈カリーニョ〉

．．…･と西宮勢が続き，8着にやっと木場勢，この春の

沖縄一神戸レース優勝のくサキⅢ>･結局総合はくトー

ゴ〉1位，〈ゴテルテル〉2位。

フィニッシュライン近くはかなり潮流が激しく，流

されて大きくゴースがふくらんだり，中にはフィニッ

シュライン直前で，潮と競争になって足踏みする艇も

へ

へ

誤
唖
藻
型

と
む
比
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スピンランのコース，オーバーラップしながらマーク

に達した先航艇2艇が，互いにけん制しあいながらﾏ

ｰｸとの間に少し水をあけて1口l航したところ,後から

素早くその間をすり抜けて，風_上側にl1'1り，スピンを

上げて2艇を尻目に先行して行ったくウイザード>・

フィニッシュは，風が強かったため，ほぼ大きさの

順｡<ゴテルテル>,〈トーゴ>,<熊野>,〈カザセブン〉と続

き，〈ウイザード〉がハーフトンながらスリークォータ

ーの中に割って入っている。

総合では，〈ウイザード>がうまさを発揮して一位。

〈コテルテル>は，今回はくトーゴ>には勝ったが，また

また10秒の差でくウイザード>の後｡その後,<トーゴツ,<"

ザセブン〉”…･と，やはり西宮勢が続き，的形・木場

勢ではくフェイタス〉が8位。

3レースの合計でも，艇別ではやはり1～9位まで

西宮，10～15位が的形・木場チームは西宮Bが優勝，

0.375点差で西宮A,12点差で西宮C,的形・木場は

ダブルスコアと意気上がらずのままだったが，世話役

も結構楽しませていただいたレースだった。

一緒にく寅丸〉のアンカー_上げをしていただいた酒

沢さん，藤井さん，住吉さん．松井さん，漁船でマーー

ク設定をしていただいた岡崎さん，お世話になりまし

た。

餌阜

話題の「ビーケン写真集」

一冊のヨットの写真集が先頃出版された。同種のも

のとしては右に出るものがないといって良いくらいの

傑出した本である。

ヨットの写真といえば，ビーケン，ビーケンといえ

ばヨットの写真といわれるくらい，このビーケンー家

の三代にわたるヨット写真の実績は群を抜いた見事な

ものである。イギリスというよりも，世界のヨットの

メッカであるカウズに陣取り，その立地条件の利を雌

大限に活用して，ソーレントでくり広げられる，絢燗

豪華な，華蠅で，そして激烈なヨット絵巻の中から，

珠玉のコマを一つ一つその卓越したレンズを通して捉

えてきたのが，このビーケンー家の業績である。

今l'ill:ll行された写真集は一世紀以上にわたるこの｢ビ

ーケンのヨット写真」の代表作を結集したものである。

そこには，ハツと息をのむような強烈な傑作が，何万

枚という写真の中から選り抜かれて提供されている。

しかも同時に，この本はそのまま，眼で見るヨットの

膝史書でもある。ヨットというスポーツは，英国のカ
ウズで育ててきたといっても過言ではない。その歴史

に名を残す名艇の見事な活躍が，この一冊の本の全ペ

ージにくり広げられている。

ヨットくらい写真映りの良い，素晴らしい被写体は

無いだろう。海と空の間にあって，その優雅な船体の

カーブといい，大きくはらんだｾｰﾙの光と陰スピ

ンネーカーの強烈な色彩とダイナミックな形状，波，

風に鍛えられた赤銅色の海の男たちの躍動美一ヨッ

トが造りあげる映像のどの要素を取り上げてみても，
レンズを通して捉える形象美の対象としてこれ以上の

ものはないといえる。それゆえ，これほど条件の揃っ

た対象であれば，ズブの素人がカメラを柵えてシャッ

ターをきれば，見事な写真が簡単にでき上がるだろう

と誰もが考えるといえる。しかし，ドッコイ，なかな

かそうはいかない。ほんとうに見る者の心を捉え，目

を見晴らせるような素晴らしいヨットの写真は意外と

少ない。対象が素晴らしいだけに，その躍動美を映像

に凍結させ，芸術として昇華されることは，それだけ

難しいといえる。ビーケンー家はしかし，これを古典

的なカメラを唯一の武器としてカラーフイルムが未開

発の時代に見事にやってのけた。

ここに芸術としてのヨット写真の結晶があるばかり

ではなく，ヨットの歴史そのものが見事に捉えられて

いる。ヨット愛好家には，ぜひお奨めしたい一冊では
÷ づ

め色o

b｣

（
）

NORCからのお知らせ

NORC事務局では先月号に紹介した「ビーケン

の写真集」を限定100冊にかぎり販布することとな

りました。つきましては御希望の方はNORC支部

または本部まで連絡ください。

価格正価18,600円をNORC価格15,800

円にて販売いたします。

くわしくはNORC事務局までお問い合わせ下さい。

尚写真集入荷は，1月下旬を予定してあります。

お申し込み方法〒105港区虎ノ門1-15-16

(社）日本外洋帆走協会松本までTELO3504

1911～4

(20）
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第8回SKKカップレース
佐伯敏則

11月22,23の両H,広島湾大黒神島沖で第8I｣ISKK

カップレース（オリンピックコース）が行われた。こ

のレースは，西内柾支部各フリート対抗のチームレ

ースも合わせて行われ，45艇という多数の参jII艇を集

めた。昨年は優勝カップのほとんどを松山ブリートチ

ームに持ち帰られ，広島フリートとしてはさみしい1

年でした。

第1レースは晴天に恵まれ4～5mの北東の風の中，

各艇上マークに向か‐)て1100スター|､。第1レグの中

頃からIII･瀬瀬jfからの吹き出しによる風の曲りとブロ

ーの中，地元勢が'2位を占め，｜:マークの'1!'航順位は

くカズ>（ピーター､ノン42)，〈アルゴノート〉(商井34)．

〈ミミ〉(エリク､ノン39)，〈ノラ〉（ピーターソン34)と大

型艇が|を位で，ほとんど順位も変わらずサイドマーグ

に向か-』た。このコースではくミミ〉だけがスピンを

上げ，ほとんどの艇はサイドマークをII'1航してからス

ピンをkげていたようである。

サイドマークを|1'l航した所あたりでは部分的に風が

弱くせっかく上げたスピンをつぶさないようにと各艇

-I!f心していた。

2111lllの上マークのIL'1航順位はほとんど変わらず各

艇スピンを｜竜げて1くマークに向かっていった。

ほとんど下マークに到達していたくノラ〉のクルー

の一人がブームパンチを頭にくらいその場でリタイヤ

－して海上保安部の巡視艇で病院まで運ばれるとう不

コー

各艇スタート後の懸命のクローズホールド

幸な事縦か起きた。2日後聞くところによるとかるい

脳震盤で脳には別段異常はないとのことでした。でも

まだ少々頭がぐらぐらするとか.／

雌終レグもくカズ〉が2位以ドをよくおさえて力走

しファーストフイニッシュ(修正順位5位)，約4分遅

れて2ｲｨｵ〈ミミ〉(修正2位)，3昔くアルゴノート〉(修

正1位),以下くウィンアキレス>(ピーター､ノン33),〈チ

ャージツーチャージ>(デュボアー％)，〈ブルーウィン

ング>(ニューヤマハ30S)の順であった。大型艇の中

に混じってくホットスパー〉（ジョイラッグ26)，〈ミッ

ドナイトスペシャル>(J24),<ミンクス>(ジョイラッ

ク26）などはよく走っていた。

翌23日第2レースはくもり，今にも雨になりそうな

様/･である。スタート40秒liiくらいから束の風約2m

から東南東の風4～5mに変わり，本部艇よりが打利

となる。風も他まったためフライング艇が半数以上に

なったのでゼネラルリコール。再スタートは10分遅れ

の0740分となった。

今度は東の風に戻り約4mの風になる。アウトサイ

ドよりのリコール艇l艇をのぞき，各艇ひかえめにス

タートラインを切った。

この第1レグは，不安定なむらのある風が吹き，各

艇をなやました。上マークの回航順位はくアルゴノー

ト>，〈カズ>，〈ブルーウイング>，〈アンタレス>(パイオ

ニア10),<エバマウント>(ニコルソン30)の順であっ

《
）

下マークを回る各艇

イクワ｝
、ｰｰﾉ
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となった。しかし上位を走る艇でもスピンがなかなか

上がらない艇，せっかく上がってもからんだり，ブロ

ーチングする艇など，これからの各艇の練習に期待し

たい。

最後に終日レースを見守って〈ださり，怪我人を病

院まで運んで下さった巡視艇の皆様に』じ､よりお礼申し

上げます。

た。サイドマークヘのフリーのコースで､はくカズ〉が

トップに出た。〈カズ>がサイドマークから下マークに

向かっている途中，風は北東に変わり，このまま下マ

ークから_ヒマークヘは，一本の片上りになるのではな

いかと,1Lj,われたが，レグなかほどでやはり-III･瀬瀬)『か

らの吹き出しによる風向きの変化で先行艇がそのまま高

さという結果となる。そして先行艇有利となるレース展

開をくり広げ最終レグでは風はまた元にもどり，東の風

3～4mとなりまた真上りとなる。今回は順位が大き

く入れ変わり，フィニッシュはくカズ〉がファースト

ホーム(修正12位)，〈アルゴノート〉2着(修正5位)，

そして最初の下マークまで15番手くらいにいたくミミ〉が

よく追いあげて3着（修正18位)，〈エバーマウント〉

(修正2位),〈アンタレス>(修正3位)，〈ブルーウイン

グ〉6着（修正4位）とよく走りそれに続いた。そし

て17着のくバジェナ>(ホランド％）は（修正1位）と

なり,12着のくホットスパー>(修正9位)13=,<ミッ

ドナイトスペシャル〉は修正7位とよく走った。

両日ともによい風に恵まれ，よいレースが出来たので

はないかと思う。2日目フィニッシュ時間ごろから雨

へ

日搾れのハーバーで表彰を兼ねた屋外パーティー

1981年第24回紀伊水道レース成績表 1981年高松レース成績表
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勝ちとった。

浦安セーリングクラブの中では,〈サンダークラップ〉

がトップグループの％トン3隻によく肉薄し，総合2

位になったのは立派な成績である。もう一つ,<風小僧

東京〉とくクレーン〉のデッドヒートは観戦者にとっ

て一番面白い見物であった。

総合賞のほかにファミリー賞が設けられていて，こ

の賞は家族で参加し，良く頑張った人に与えられるも

ので，今回は着順11位，総合11位のくパイロットフィ

ッシュ>がこの栄誉に輝いた。<パイロットフイッシュ〉

は奥様とご主人，そして子供と友人の4人でスピンも

展開し，マーク回航もうまくこなしての優勝である。

ちなみに，ジブはジブファラーを使用していた。

セメントヨットで参加のくノア〉の川名さんは，シ

ングルハンドで三角コースを走り，18着は立派なもの

である。

最後に，ブービー賞のくアクアク>のオーナーは，次

のレースでもブービー賞をねらうと意気盛んなところ

をみせておられた。次回レースでは，ブービー賞のデ

ッドヒートが見られるかもしれませんね･･…．。

浦安オータムレース

レース委員長小林勝彦

10月10日(士)に,東京湾北部ディズニーランド沖(江

戸川河口）にて，浦安セーリングクラブ，船橋，東京

銀座ヨットクラブ，ドルフインヨットクラブ木更津，

東京都連クルーザー部会の22隻が参加して行なわれた。

当日は南風風速2～4m/sec,波はほとんと÷ない状

態の中でのレースであった。本来このレースは，東京

湾フレンドリーカップ最終戦の予定であったが，横浜

フリートが不参加のため，オータムレースとなったし

だぃである。

レース展開としては，銀座バースのくレジーナ>が終

始よいすべりをみせ,ファーストフィニッシュ,総合優

勝をものにした。また，船橋から参加のくウフーン〉

が小型ながらよく頑張り，着順5位，修正でも5位を

へ

浦安オータムレース1981/10/101100スタート

i
総合順位名 菅順 修正時間艇 タイフ 所要時間フリードI 「.C・F

①銀 座HOL34レンナ 0，7509 56917579 1

5
L＝棚 安サンダークラ・ソフ PIO28 0.7237 8645 62564

③クレ－ンⅢ 木更津V 33昼 0.7540 8352 3 6297

風 小 僧 4 〔 ・ 京 補安 ④U34 0，7620 8351 2 6336

⑤
拝
ＭｉＩＩ

ＩＩY－21ウプン 0．6854 9479 5 6497

⑥im安ノースウインド-|U-26
ゼpINNOI30

U－26 0.6854 9843 ７ 6746

⑦

8

３
３
８
８
１
１
７
７

０
０

97656 7014〃
｜
〃

i､．／キ－ N A K 3 0 810231 7349

ト ビハゼ Y21 11530 7610オーシャンC 0．6600 9 ９

へ可 i l l i 安むさ し SK31 0．7183 11543 10 8291 10

パイロットーフィッンュ PIO28 88700．7183 12348 11 11 ▲
△

〃

洋 平 太 SOL26 13330 12 89580．6720 12〃

I付 風 船 橋Y24 0．6850 13645 13 9347 13

SK31 浦安ア ラクレ一ム 0．7183 14050 14 10092 19

カ ムイ ECM26 0．6699 14400 15 9647オーシャンC 14

エメラルダ|NAK251im安
ノアイミ/ソケルハン脚|v"|"

9854115９
０
９
０
６
６
６
６

０
０

1471016 △
③ノア（シングルハンI Y23 15120 18 9979 17

石 VAN23隙 オーーシャンC 0．6783 14813 17 10048 18

i l l i 安サ ザﾝクﾛｽ 0.6537 9977 △SP19 15262 19 16

N Z 2 5＋ンノ 0．6699 15375 20 10300 20〃

SEV23 0.6699 32338
01
＆1 21663 22ノ ノ、 〃

ク アクlVIVA21 0．6537132950122121539121ア 〃

①～⑦までは浦安オータムレース総合賞ガンブかたて

▲～△までは補安オータムレースファミリー賞（家族で出場された艇の11個位）

シングンハンド尚くノア>③ブービー賞くアクアク〉

以上13艇が賞をうけとりました。
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津

｢●海事法令指導講習会●
船舶振興会補助事業

小樽報告

橋本文義

北の海からの熱い鼓動 吾
餌

溝習会を行なったく青雲>小樽港にて

夜遅くまで行なわれておりました。

翌8日，日曜，立冬にふさわしく？昨日から10数セ

ンチの積雪となり，小樽をF1一色の世界に転じてしま

いました。この日は，午前9時30分より市体育館にて

セールを広げての計測実習が始まり，午後は，海面_上

での船上計測実習が行なわれました。午前中は日がさ

していたのですが，午後になると日がかげって小雪ま

じりになる，というような不安定な天候の中で行なわ

れました。船上計測のモデル艇は，猿渡氏所有の%t

<青雲>(アルビン35)を使用しました。

デッキの上は，隣にもやってある，太平洋シングル

ハンド出場艇のくパルテナス>(スピリット．オブ.ハー

フムーンベイ）ともどもすっぽりと雪におおわれてお

り，昼食もそこそこに始めた午後の講習も，まずは雪

かきからという異例のスタートになりました。しかし，

ほほを子供のように赤く染めながらも熱心な計測には

げんでいた屈強なる北国のヨットマン達も，遠く大陸

から[1本海をこえてくる北西の氷点下の風が．リギン

をうならせるようになると，さすがに声はこわばみ，

メジャーを持つ手がふるえだし，冷え冷えの状態。船

内で風のおさまるのを待って、また計測。滑るデッキ

に気を使いながらという状況の中で，無事計測実習を
完了しました。

その後のミーティングで．再度の質疑応答の後，岡

芹満師から，実際に行なう場合に起こりうる問題点,用

具等計測以前のことを含めてアドバイスを受け，ま

た本部との連係を密にすることを確認しました。

講習参加のメンバーは，各々その責任の重さをかみ

しめ，近い将来のNORCレース開催を胸に秘め，各フ

リートに帰りました。

午後4時講習終了散会｡NORC岡芹講師，関係各位，
御苦労様でした。

なお，この度の計測講習会参加者は下記の通りです。

〈小樽・札幌地区〉五十嵐優，海老名俊男，尾崎恒一，
葛西尤，佐々 木興次郎，中井次男，奈良司，西沢宏義
橋本文義

く室蘭〉嶋建一，中村重雄

く釧路〉田畑総一郎

く青森〉矢原直

去る11月7日8日の両日，北海道小樽において計測

講習会が，催されました。

この瀧習会は，年々高まる道内ヨットマンの外洋レ

ース熱や，本州と北海道を結ぶ長MIi離レース開催への

布石として,HORC(北海道外洋帆走協会）が，是非

北海道で講習会をとNORCに要請しておりました。以

前には,NORCから関東方面での識習会開催の知らせ

がきておりましたが，いかんせん東京まで行く為の時

間やf'i用がばかにならず，また，厳しい北の海でのオ

フショアレースに参加できる艇が少なかったり等々・

北海道というエリアの広大さだけでなく，状況がいま

ひとつという理由から，その気運に致っておりません

でした。それがこの度,NORCの配慮により講師が派

遣され,NORC主催の計測講習会開催のはこびとなり

ました。

講習参加のメンバーは,小樽札幌方面はもとより，室

蘭方面釧路方面，遠くは青森県からもベテランョッ

トマンの参加を得，総勢13名となり，講師として派遣

されたNORC本部事務局の岡芹寛和氏を中心に，熱気

あふれる講習会となりました。

7日土雌日は，小樽海員会館において午後2時から

8時まで，計測の方法，ワーグシート，インプットシ

ートの記入の座学講義がありました。この日は，折か

らの寒波来襲により，道内各地とも本格的な雪模様に

なりましたが，講義終了後も久しぶりの仲間同志の顔

合わせ，また，各フリートについての情報交換等が，

餌込

～

《
）

デッキ上の雪を降ろして……後方はくパルテナス>(s
オブ・ハーフムーンベイ） (26）
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社団法人日本水難救済会救難所(支所)所在地表

救難所283同支所118合計401(※日本外洋帆走協会では、現在日本水難救済会の法人会員になっております）

郵便番号｜救難所||支所 所 地 電話番号在

北海道
097

098-46

稚内 稚内市港1丁目6－29渡辺漁業株式会社内

稚内市大字抜海村字抜海（漁協内）

稚内市大字坂の下エルラン

稚内市大字声間村字声問（漁協内）

稚内市大字ノシヤップ2丁目中田清太郎様方

宗谷郡猿払村字浜鬼志別（猿払村漁協内）

枝幸郡浜頓別町字頓別618(頓別漁協内）

枝幸郡枝幸町字幸町12番地（枝幸漁協内）

礼文郡礼文町大字船泊村（船泊漁協内）

礼文郡礼文町大字船泊字東上泊（漁協内）

礼文郡礼文町字スコトン（金田喜代治様方）

礼文郡礼文町大字船泊字西上泊

礼文郡船泊村大備（漁協内）

礼文郡礼文町香深村（香深漁協内）

礼文郡香深村大字尺忍村字知床

礼文郡香深村大字尺忍村字元地埋立地（元地鱈釣組合内）

礼文郡香深村大字香深村字香深井

礼文郡礼文町大字香深井村字知床（漁協内）

礼文郡礼文町大字香深村字差閉（漁協内）

礼文郡礼文町大字香深村宇内路（漁協内）

利尻郡東利尻町鴛泊字港町（鶯泊漁協内）

利尻郡東利尻町字雄忠志内

利尻郡東利尻町字大磯

利尻郡東利尻町鬼脇67番地（鬼脇漁協内）

利尻郡東利尻町鬼脇字南浜（長谷川厳様方）

利尻郡東利尻町鬼脇字石崎89

利尻郡東利尻町鬼脇字旭浜

利尻郡利尻町仙法志字政泊13（仙法志漁協内）

利尻郡利尻町沓形築港埋立地（沓形漁協内）

稚内市大字宗谷村字宗谷77番地（宗谷漁協内）

紋別郡雄武町字雄武983番地（雄武漁協内）

紋別郡興部町字沙留95番地（沙留漁協内）

紋別市港町6丁目（紋別漁協内）

紋別郡湧別町曙町127番地（湧別漁協内）

紋別郡湧別町港町（遠峰進一様方）

紋別郡湧別町字登栄床（斎藤勇様方）

常呂郡佐呂間町字冨武士（佐呂間漁協内）

常呂郡常呂町字常呂l番地2（常呂漁協内）

網走市南2条東3丁目3番地（網走漁協内）

斜里郡斜里町本町23番地（斜里町役場内）

目梨郡羅臼町船見町2－13（羅臼漁協内）

標津郡標津町字標津20番地5（標津漁協内）

野付郡別海町別海常盤町（別海町役場内）

野付郡別海町本別海1－90（別海、漁協内）

野付郡別海町尾岱沼港町182（野付漁協内）

抜海

西稚内

声問

／シヤップ

098-66

097

098-62

098-57

098－58

097-11

猿
頓
枝
船

払
別
幸
泊

上泊

スコトン

西 上 泊

大備

へ

097-12

097-12

097-12

香
§ワロ

イ木

深

香
元
香
知
差
内

深
地
井
床
閉
路

097-12

097-12

097-12

097-12

097-01

097-01

097-01

097-02

097-02

097-02

097－02

097-04

097-04

098－67

098-17

098-19

094

099－64

099-64

099-64

093-05

093－02

093

099-41

086-18

086－16

086-02

086-02

086-16

鴛泊

雄忠志内

本泊

鬼脇

南
石
旭

浜
崎
浜

仙法志

沓形

宗谷

雄武

沙留

紋別

湧別

へ

湧別

登栄床

佐呂間

常呂

網走

斜里

羅臼

標津

別海町

’
01587-4-2130

()'524-3-3121

01522-3-3131

海
付

別
野
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郵便番号｜職難所 ｜支所 所 在 地 電話番号’

根室 根室市清隆町3丁目l番地（根室市役所内）

根室市落石東115（漁協内）

根室市温根沼307番地（根室湾中部漁協内）

根室市海岸町23番地（根室漁協内・指導部労政保険課）

根室市歯舞4丁目120番地1先埋立地（漁協内）

厚岸郡浜中町大字霧多布村（浜中漁協内）

厚岸郡浜中町大字霧多布

厚岸郡浜中町大字琵琶瀬村

厚岸郡浜中町大字散布村字火散布

厚岸郡浜中町大字後静村字榊町

厚岸郡浜中町大字奔幌戸

厚岸郡浜中町大字後静村字貰人

厚岸郡厚岸町奔渡町3丁目26番地（厚岸漁協内）

釧路郡釧路村大字昆布森村4番地（昆布森漁協）

釧路市北大通1丁目（釧路機船漁組内）

白糖郡『1鮒町泊56番地（白糒漁協内）

中川郡豊頃町大津元町24（大津漁協内）

十勝郡浦幌町字十勝太北2条東6丁目12（大溺魚協十勝太出張所内）

十勝郡浦幌町字厚内（大津漁協厚内支所内）

広尾郡広尾町字会所前（広尾漁協内）

広尾郡広尾町字音調津番外地

広尾郡大樹町3条通（大津漁協）

幌泉郡えりも町字庶野番外地（庶野漁協内）

幌泉郡えりも町字えりも岬(えりも町漁協・えりも岬支所内）

l幌泉郡えりも町字本町649（えりも町漁協内）

様似郡様似町字冬島（冬島漁協内）

様似郡様似町港町5番地（様似漁協内）

様似郡様似町字鵜苫101(漁協支所内）

浦河郡浦河町浜町6番地（浦河漁協内）

浦河郡浦河町荻伏町168番地（荻伏漁協内）

三石郡三石町字港町48番地（三石漁協内）

静内郡静内町字春立141番地（静内漁協内）

静内郡静内町字入舟

静内郡静内町字春立

静内郡静内町字東静内

新冠郡新冠町字節婦町228番地（新冠漁協内）

沙流郡門別町字本町107番地（門別町漁協内）

勇払郡鵡川町字鵡川255番地（鵡川漁協内）

勇払郡厚真町字浜厚真（厚真漁協内）

苫小牧市汐見町19番地（苫小牧漁協内）

白老郡白老町字白老82（白老漁協内）

白老郡白老町字虎杖浜159(虎杖浜漁協内）

登別市富浦町1丁目48の1（登別漁協内）

室蘭市舟見町1丁目133番地（室蘭漁協内）

伊達市西浜町3番地先海浜地（伊達漁協内）

伊達市向有珠町80番地（有珠漁協内）

虻田郡虻田町字本町16番地（虻田漁協内）

虻田郡豊浦町字海岸町1（豊浦漁協内）

山越郡長万部町字旭浜152-1(長万部漁協内）

01532-3-61111087

087-17

087

ヶ

087-01

088-15

088-15

088-15

088-15

088-14

088-14

088-16

088-12

085-22

085

088-03

089－54

089-55

089-58

089-26

089-27

089-21

058-04

058－03

058-02

058-01

058

058

057

059－34

059-31

059-26

落石

根室湾中部

根室

１
１
６
２
１
１
６
２

２
８

２
２
３
３
５
５
１
１
０
０

●
一
部
Ⅵ
｛
ず
Ｌ
、

＃
〃

舞
中 01536-2-2121

霧多

琵琶

散

榊

奔I幌

貰

布
瀬
布
町
戸
人 015352-3151

015352-3151

0154－41-3226

0154-23-3461

01547-2-2221

01557－5－2311

l1メ岸

昆布森

訓路

''1糖

大津

へ

十 勝 太

厚内

広尾 01558-2-3131

津
樹

調音
大 015586-2131

01466-4-2311

01466-3-1211

01466-2-2211

01463-6-3036

01463-6-3111

01463-6-3012

01462-2-2251

01462-5-2032

01463-3-2211

014644-2111

庶野

えりも岬

えりも

冬島

様似

鵜I'f

浦
荻
三
静

河
伏
石
内

入舟

春立

東 静 内

（
）

新冠

門別町

鵡川

浜厚真

I牢小牧

|fl老

虎杖浜

登別

室蘭

伊達

有珠

虻田

豐浦

長万部

059-24

059-21

054

059-06

053

059-09

059-06

059-04

051

052

059-01

049-59

049-54

049－35

014647-2611

01456-2-5221

01454-2-2055

01452-8-2131

0144-35-2131

01448-2-2323

014487-2721

01438-3-1321

0143-24-3331

01422-3-2424

01428-3-2311

01427-6-2115

01428-3-2311

013772-6581
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L_~
一

西内海支部だより

西内海支部創立の前後

広島フリー ト 田 中 敬 一

今回からNORC西内海支部の歴史を探ってみたいと

思います。ヨットの層もしだいに新しくなり，昔西内

海にどんなヨットが浮かんでいたのか，どんな人々が

ヨットを楽しんでいたのか全く知らない。新しい者と

古い者とのコンタクトが全くなくなってしまっている

のではないだろうか。そんなギャップをうめてもらえ

ばと思います。

＊

昭和26年戦後間もなかったが,宮島の包ケ浦はヨット

で埋もれていた。国体のヨット競技が行われていたの

である。この包ヶ浦はしばらく広島県の唯一のヨット

ハーバーとして，国体の払い下げではあるが当時とし

ては精鋭のA級とスナイプの多数を揃えていた。

このハーバーとヨットも次第に老朽化して，包ヶ浦

を訪れるヨットマンの足音が絶えて元の静寂に戻った

昭和30年8月13日，宮島の対岸，四田造船所では，シメ

縄に囲まれてキールとトランサムが安置され，おごそ

かに起工式が行われていた。これが24フィートのくア

ベェンチェラ〉の誕生日であって，この日が西内海ク

ルーザーの発祥の日になるのではないか。

オーナーはムラコシパンの村越郁夫氏で当時25歳だ

った。

設計は広大の造船学校教授橋本氏で，外板は杉のべ

ん甲の56T]mの厚さで，ずんぐりと頑丈に作られエンジ

ンはなかった｡ウィンチはなく多数のブロックを組み合

わせて，テークルと綿キャンバスのセールをマニラロー

プで引いたという。しかしスピンは商売柄，メリケン

袋をぬい合わせて作ったが，布に着いていたメリケン

が濡れてカビが生え，サイケデリックな色調を出して

美しかったという。

(29）

昭和30年10月2Hに進水したので，凹田としては，

珍しく50日の工程になる。昭和32年4月，小豆島へ遠

征したのが唯一の大航海だった。

この時，大阪からはくデンプク>，〈マヤ>,〈バーバラ〉

<暖流Ⅱ>，広島からはくポールスター>,〈アベンチュラ〉

が参加して，ここで内海クルージングクラブが結成さ

れ，そのままNORC内海支部が誕生した。それで従来

のNORCは,NORC関東支部となった｡<アベンチュラ〉

はNORCNo.16となる。小豆島遠征は往復9日かかり，

エンジンがないので音戸は半日がかりだった。急ぐ時

は，岸からロープで引張ったという。

当時のクルーは藤田，西山歯科，広大橋本，それに

角田，和田の三菱組，大宮，土屋菅の県庁組が主な

メンバーだった。

昭和35年春I川田造船所の廃材の傍らでまたヨット

が作られていた。しかしこれはl作で，ベニア製のY

-19であった。工程は500日かかった。軽排水型の当

H寺の流行の先駆をなすものであった。オーナーは，木

原秀正氏で，昭和36年8月15日進水した。

その頃,Y-19の建造から帆走を研究していた修道

学園の藤沢洵氏がY-19より一尺長いダブルチャイン

の設計図を横山氏より手に入れた。

かくして，昭和38年8月24日，〈カイミロアⅡ〉が宮

島の蒲田造船所で進水した。費用は60万円と聞く｡N

ORC内海支部に入り,No.60の登録される。この艇で初

めて船外機ではあるが，エンジン付のキール艇の本格

派クルーザーが誕生した。

これとは別にY-19のクルーで夏冬を問わずマスト

を立てる時，落水するものがいた。彼はY-19を改良

して250k9のキールバラストを付け，アメリカまで太

平洋を横断した。堀江氏である。

さて，私自身は絶対に倒れない艇があることを聞き，

的形の奥村ボートに見に行ったが，結局，アストロの

神田さんに会って話している内に，24フィートの横山

氏の蛙を注文して帰ってきた。

昭和38年10月27｢I,的形でくシルフィード〉が進水

した。ラウンドボトムでダイヤ3馬力の船内機をつけ

た艇として1号であった。オーナーは田中敬一でNO

RCNo70となる。

昭和39年から40年にかけて

伊藤氏のくユニテイー>(NORC87)藤井氏のくパピ

ヨン>(NORC85),五反田氏のくミスヒロシマ>(NORC

83）が続々と進水した。全部くカイミロア〉と同型艇

であるが，前2者は奥村で作られ，〈ミスヒロシマ>は

蒲田で作られた。

昭和41年春

オランダのブランヂールのストームフォーゲル72フ

ィートが宮島に来た。その頃広島最大のクルーザーが

24フィートだったから，長さが3倍である。とにかく

肝を潰してヨットに乗るのが嫌になった。

しかし，おかげで東京のNORC本部のお偉方の来広
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が頻くなり，情報を交換するうちにNORC安全委員会
横山氏が，広島に支部を作ってはどうかと打診してき
た。

それまでは,大阪の内海支部へ入っていたが,送金す
るだけで，何らの恩典がなく，不平をいうものがおり，
昭和40年頃から会費を払わないものが多くなった。夏
から秋にかけて，横浜の横山設計事務所でNORC常務
理事の則武氏（保安庁出身）と数回相談し，西内海支
部結成趣意書を作り，これをNORC理事に配布した。

昭和42年3月jNORC総会で西内海支部が承認され

た。この時，大阪の内海支部からは，全面的な賛成と

援助を受けた。内海支部が32年結成して,10年目に西

内海支部が独立した訳である｡支部長は,田中敬一がな

ったが,理事の任期の関係で43理事となり，それまでは

理事会に出てもオブザーバーの資格なので，発言権が

なかった訳である。この頃，地御前の北川氏が27フイ

ートの自作艇で，日本脱出の南下を試みた。香港ぐら

いまで行きたかったが，奄美でストップしたと記憶し
ている。

当時，沖縄は米軍の軍制下にあった。この頃，東洋
のくアンドロメダ>(Y-19)の自作艇（多人数による

自作という特徴),RCCの玄クラスのクルーザー改良

艇が小豆島の岡崎で進水した(NORC801)。また佐々 木

氏のく慢々 的>(16'NORC803)が蒲田で進水した。昭

和43年春，別府，松山のフリートが結成され，西内海

支部としては，これを機に支部レースとして，別府レ

ースを企画し，8月第1111別府レースを行なった。

16日18時，別府の三条ホテルで艇長会談と会員親睦

会を行い，21時スタート，17時15分タイムリミット，
スタートラインは別府湾第4灯浮，フイニッシュライ

ンは山口県大島郡沖家室のセイガイ礁灯台と記録さ
れてあるが，参加艇は，

慢々的JOG16'(広島佐々木）

アンドロメダY-19(広島東洋工業）

牛若 丸Y-19(別府生野）

琴塚玄クラス（西宮増村）

あび玄クラス（広島県庁）

海楽トリマラン22！（広島岩田）

勝山JOG24'(松山愛媛大）

ミネルバ36‘（西宮貴伝名）

の8艇で,ファーストホーム<琴塚>11時00分,総合1位
く牛若丸>の成績であった｡尚レースは台風7号通過のた

め,17日朝0500スタートとし，コースを短縮して山口

県八島南端をフィニッシュとし，レース終了後は平群

島，西浦に入港してまたまた一杯をやっているようだ。

この年秋くやしろ〉が小豆島岡崎で進水して，11月
の内海支部レースの高松レースに参加し,10艇中くミ

ネルバ〉を抜いてファーストフィニッシュしている。
昭禾叫4年頃

第2回別府レースが5月の連休に行われた。スター

トは平群島西浦港外となり，参加艇はくフォルテ〉(浅

(30)

川),〈サボー>(松野),<勝山>(余田)，〈ミネルバ>(貴伝

名)，〈牛若丸Ⅱ〉(生野)，〈ユニティ〉(伊藤)，〈やしろ〉
（田中）の7艇であった。

今回も台風の通過があり，スタートを6時間遅らせ

たが，いざスタートすると風はなくなりコースは西浦

と八島南端間5海里というミニマムゴースになった。

なおこの年はNORC本部レースの鳥羽レースが10

111目になるというので，西内海からくやしろ〉が初参
加した。46艇中8位の好成績だったと記憶している。

特に伊豆南端の石廊沖で，丁度日が沈む頃であったが，
1位のくサンバード〉からくやしろ〉までほとんど一

団となっていたのに，海路海象に不慣れのため，そこ

から差を大きくしたことが忘れられない。

最後に，支部のため，今日の基礎固めまで色々面倒

な下働きと事務に尽力された方々の氏名を列記すると，

昭和37～40年内藤氏

昭和41～42年大宮氏

昭和43～46年畳谷氏

昭和47～49年宮西氏

昭和50～内谷氏

となっている。

支部長は昭和44～45年伊藤氏がなり，その後，また

田中（敬）がなり，昭和51年，玄海支部創立とともに，

岩田氏が就任した。

南九州フリート

結成によせて

今年の4月末から，5月はじめに行なわれたアリラ

ンレースに，〈エスペルV>(1954ピーターソン%)が初

めて参加したことがひとつの引き金になり「鹿児島か

ら外（県外レース）に出よう」と言う声が高まってき

ました。その後，フリートキャプテンを引き受けてい

二国

今
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ただいた<DOMOONJO>(ナカヨシ30)のオーナー池

田時也先生（鴨池病院，院長）をはじめ，各方面の御

協力により,NORC玄海支部南九ｸ|I,|フリートが誕生し

たしだいです。

＊

私たち，鹿児島のヨットマンは，最高のセーリング

スポットに恵まれています。錦江湾，屋久島，種子島

を中心とする南西諸島。どこも良港があり，港の近く

には温泉も多い。鹿児島は東洋のナポリと言われるよ

うに，時々噴煙を上げる桜島があり，この雄大な景色

は最高でしょう。よく外国のヨットが立ち寄るのもこ

の桜島があるからなのかもしれません。

私たちはこの鹿児島を出るべく，次の目標を,沖縄→

東京レースにおいています。初めは可能か不可能か？

から始まり，まだ最後の20%ぐらいに問題があります

が，やる気だけはどこのヨットマンにも引けを取らな

いつもりです。オールド，ヤング両パワーで必ず問題

をふきとばして参加するでしょう。

今後私達フリートは，安全と技術向上につとめ，今

から育つ若いヨットマンが外へどんどん出て行くため

のレール作りと，国内，国外のヨットがもっと多く，

鹿児島を訪れてくれるための広報をし，南九州におけ

るヨットの発展に努力して行く考えです。

最後になりましたが，フリート結成にあたりまして，

玄海支部の大原支部長をはじめ会員の方々の御協力，

たいへんありがとうございました。

みなさん東洋のナポリへクルージングはいかがです

か.′

南西諸島温泉ツアーはいかがですか.／

南九州フリート事務局くエスペルV>オーナー
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新普録艇の紹介｜
リ
ソ

リ
X メ

リセール番号,艇名,帆装，フリート，全長×リ
水線長×巾×吃水，オーナー名，その他の順；X

p

i…劔萱鷲………………雪息…』

へ

2650MAYA-IDP34長崎･時津10.23×9.02X

2.65×1.49瀬戸口智彦／艇名の由来:MAYA(摩耶）

一愛娘，真弥からの転化。発音的にも母音の連なりで，

親しみやすく，憶えやすいという評をいただいている。

／抱負：玄海支部･西海フリートの一員として，レース

その他を消化してゆきたい｡／クルー：とくに大したク

ルーもいないので省略するが，全員レースになると目

が輝いてくることは確かである。理由:18名を誇る。

NORCへの要望：なし。

2450EVER-MOUNTニゴルソンl/2恵幸マリーナ

8.9×7.54×3.12×1.75久山栄-/艇名の由来:タイヤ

メーカーの石橋さんは,BRIDGE.STON･久山はM-

OUNT-EVERにしようかと考えてみたが……。語順

通りEVER-MOUNTと改訳した。／抱負：井の中の

EVER-MOUNToいつの日か瀬戸内海より脱出してレ

ースに出場してみたい。国内，国外は問わない。／ク

ルー：現在男性のみ6名，平均年齢27歳既婚者1名，

もつか花嫁募集中。

へ

NORC協会ニュース
に三一一

セール番号(艇登録番号)の

取り消しについて

NORC事務局 OFFSHORE第82号昭和57年1月15日発行
毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価200円（郵送料45円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）
電話・東京03(504)1911-3〒105

郵便振替番号2－21787

印刷廣済堂印刷株式会社

既に各支i0fliを通じ，あるいはその他の可能な手段を

通じて，関係の方々には連絡申しl2げたところであり

ますが，‐ド記セール冊>ナ（艇の登録瀞)j･)は．器)｝予

約のまま現在に汝るも正規に艇の登録服続きが完了し

ておらず，またII'1らの述絡もありません。Offshore"

79))に発表のとおり予約を取り消すこととしましたの

でお知らせ致します。

(31)
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